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   A.緒     言

 今か ら2-3分 の聞,諸 君が建築技師であると想像して見ませ う.大 阪,申 の島にあ

る中央公會堂は見ずこ所,煉 瓦を以て建造せ られて居ります.其 の隣の圖書館 も同様,煉

瓦を以て建造せ られて居 ります.あ れは近世ルネッサンス式とで も構するのでせ うが,

今あの建築物の材料 を利用して,今 少しく古典的な落 ちつきを與へるロマネスク式の

公會堂 と圖書館 とに改造することを,依 頼 された と假定 して御贅なさい.建 築技師ナこ

る諸君は どうするであ らうか.定 めし煉瓦を…つ一つ破損 しないや うに分離 し之を定

めの揚所に蓮搬 し,然 る後新らしい設計書 に從つて此の煉瓦を積みあげて,目 的の建

物を造 るであ らう.即 ち改造は先づ分解 して然 る後行はれ るのである・

 吾々人間は之 と同じことを悔 日艦内で行つて居るのである.凡 そ吾人の食物 として

用ゐられて居るものは多種多様,其 の数は千を以て撒ふるに足る位である・けれども

之を成分か ら観れば申す迄 もな く,蛋 白,糖 類,脂 肪,無 機物等に大別することが出來

ます.之 が邸ち榮養分であつて,吾 人は之を廣義に於ける食物の形で囁取することに

よつて,所 謂生活作用を螢み,内 外の活動,生 長の資料 となして居るのである.け れ ど

も食物 中の榮養分は直接に共の任務を果すのではない.一 旦吸牧せ られて人盤の艦成

分に改造せ られナこる後に其の任務が果され るのである.而 して改造に先き立つ所の吸

牧 も亦直接行はれるものではない.そ の前に消化が行はれて,然 る後吸敗せ られ るの

である.然 らば何故潰化を必要 とするのであるか.先 づ之について一言申しませ う.

 凡そ榮養分である所の蛋白にしろ,糖 類(澱粉を以て代表者 と見倣す)に しろ,脂 肪

にしろ,何 れ も高級分子化合物である,之 を例示すれば,蛋 白の如きは最小なるもので

も其の分子量は約35,000で あつて,大 なるものは300,000-40e,000に 達する もの も少
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な くない位である.斯 くの如き大分子化合物がそのま ㌧では吸牧(吸 牧作用は主 として

小腸膜壁}ヒて行はれる)せ られないことは,恰 も中央公會堂の如 き大建築物を,其 のま

ま築港あナこりまで移翰せしめよといふの と同じ事である.須 く之を小化合物 に分解 し

なければならない.此 庭に濾化が必要 となつて くるのであつて,沿 化作用 とは他言せ

ば胃腸内で行はる㌧榮養分の分解作用である・帥ち澱粉は葡萄糖 に,脂 肪はグ リセリ

ンと脂肪酸 とに,蛋 白は各種の アミノ酸に分解せ られて然 る後吸牧せ られるのである.

之が榮養分の溝化吸牧に關する事實であつて,一 面亦理論で もあ るわけである・部 ち

改造の前に分解を必要 とすることは 丁度甦築物の改造の時 と同様である。

 新建築物の請員に當つて,既 に建造 されてある建物 その ものを材料 とするよりも,新

らしく煉瓦とセメン トとの供給を受けナこ方が遙かにらくである・分解の手数を要 しな

いばかりでな く,よ り敷果的,よ り合理的である.

 食物から榮養分を吸牧 して艦成分に改造する時にも,之 と同 じ原理がなりナこつので

ある.大 分子化合物である所の榮養分を軸取す るよりも,其 の組成輩位物質を撮取す

る方が潰化分解の勢を省き得て,吸 牧のナこめに も膿成分の建設のナこめにも遙かに都合

よいわけである.換 言すれば榮養分 として蛋白を織取するよりも,其 の組成物質であ

る所の アミノ酸の混合物を囁る方がより榮養的であ り,澱 粉を囁取するよりも其 の軍

位物質である所の葡萄塘を織 る方がより敵果的であり,脂 肪を囁取するよりも其の組

成分である所の脂肪酸 とグリセリンとを擁る方がより斜學的であるわけである.實 際

は果して此の推論の通 りであるだ らうか.之 を各種の榮養分に就て然 るか然 らざるか,

若 し然 らす とすれば,そ も如何なる形態が實際に適合す るのであるかを明示す るのが,

私の講演の目的である・

   B.實 験 結 果 と考察

 榮養分の一つである所の蛋白を例にとつて話しを進めて見 ませ う.食 物蛋 白は前述

の通り大分子化合物である・けれ ども之は20種 内外の小分子化合物である所の アミ

ノ酸か ら成立して居るのである・中央公會堂が一片の煉瓦から成立 して居るの と同様

である.然 らば大分子化合物である所の蛋白の代 りに,共 の組成輩位物質である所の
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ア ミ ノ酸 の 適 當 な る混 合 物 を囁 る方 が,潰 化分 解 の勢 作 を 省 き得 る特 典 あ るが故 に,之

を 吸 牧 し て艦 成 分 に な す た め に は遙 か に都 合 よい わ け で あ る.之 とは 少 し く目的 を ち

がへ て居 るがE・Abderhalden氏 ω は蛋 白 の 水解 産 物 ナこる ア ミノ酸 類 を食 物蛋 白の代

りに約 一週 間 犬 に與 へ て,窒 素 の 李 衡 を 保 ち得 た こ とを 以 て ア ミノ酸 の混 合 物 のみ を

蛋 白 の代 りに 與 へ て も,動 物 は 生命 を維 持 し得 る こ とを論 断 して 居 る.け れ ど も 動 物

は一 遡 間 位 は 不良 な 榮 養 駄 態 に置 か れ て も,窒 素 の 李衡 を保 つ 位 は常 で あ るか ら,そ れ

位 の 實 験 結 果 で はAbderhalden氏 の 論 断 を受 け入 れ る こ とは 出 來 な い. W・ C・ Rose

&G.J, Cox爾 氏(2)及 びB. Harrow&C. P, Sherwin爾 氏(3}等 は,氏 等 が 信 す る所

の カ ぜ イ ンの 完 全(?)分 解 物 を唯 一 の窒 素 源 として,白 鼠 を5-6ケ 月間 飼 育生 長 せ し

めた 事 實 を以 てAbderhalden氏 の 論断 を確 謹 しナこと報 じて 居 る.け れ ど も氏 等 が ア

ミノ酸 類 の み の 混 合 物 だ と信 じて 居 る所 の カゼ イ ンの完 全 分 解 物 は,酵 素 を用 ひて カ

ゼ イ ンを 分 解 しナこもの で あつ て,完 全 分 解 物 で は な い の で あ る.こ の こ とはRose氏 も

認 め て 居 る と思 ふ 從 つ て 斯 くの 如 き もの を用 ゐて の 飼 育 試 験 結 果 を 基礎 と しナこの で

はAbderhalden氏 の 論 断 を批 評 す る資 格 が な い・ そ れ は 別 としてAbderhalden氏 の

は 飼 育 試 験 期 が 短 か す ぎ るナこめ に,又Rose氏 やHarrow氏 等 の は 肝 腎 の 窒 素 源が ア

ミ ノ酸 類 の み の 混 合 物 で な か つ ナこ爲 に,侮 れ も私 の論 旨 を進 め る上 の 資 料 とは な り難

い の で あ る.

              第  1 表 "a"

     ア ミ ノ 酸 の 種 類 百分 中の量 ア ミ ノ 酸 の 種 類 百分 中の最

     グ リココール     4  グルタ ミン酸     15

     アラニ ン       15   フェニールア ラニン    3

     ロイ シン        20   アルギ ー=ン      5

     ヴァー リン       8   ヒスチヂ ン       5

     プ ロ リン       5   リジン        5

     シ スチ ン       3   トリプ トファン     2

     チ ロシン         5   炭 酸 アソモニヤ      2

     ア スパ ラギン酸    3     計     IOO

      但 しグル タ ミン酸 は曹達堅叉は石灰盤 として用 ひ,ア ルギーニン,

       ヒスチヂ ン及 び リジンは盤化水素物 として用 ゐ られ て居 る.

                  (35)



              榮養分の最も都合よい形態

 所が幸にも本論に適切に關連する所の周到な實瞼結果を,理 化學研究所 の鈴木梅太

郎博士等ωが既に獲表せられて居 りますから,此 虞に掲けて諸君の考察の資に供 しま

せ う.同 博士等は蛋白の代 りにag 1表"a"に 示すや うな純梓 アミノ酸の混合物 を調

製 されましずこ.

 第1表"a"に 示 しナこア1ノ 酸及び アンモニヤと共の割合は榮養的に見て,優 良なる

食物蛋白が清化分解せ られナこ時に生するアミノ酸類 と其の量的割合であ らう.そ こで

此の混合物を蛋白の代用として第1表"b"に 示すや うな食物を調製 して,白鼠の飼育

試験 を行はれたのである.共 の結果は第1圖 に示す通 りである・

     第1表``b',
                       第   1  圖

    榮 養 素 配合

    アミノ酸混合物  15

   牛  酪      20        tfO

   澱 粉 36   

   無蛋白乳    28       JkO

   羅薯震}  i     
                  i2e

 此の試験に用ゐられナこ食物は,ヴ
                   ゆ

イタミンをば牛酪及び無蛋 白乳が供    

給 して居 るし,他 の榮養素をば充分   S。
                    
                    
合理的に包含 して居るのであつて,   fo
                    

雛1慧繋 拒
                 )      ラ望畜θ敦
果は,第1圖 に示しナこ通 り一匹の方

は艦重を減少して50日 後に艶死し,他 の一匹は艦重減少して衰弱 したので47日 目か

らアミノ酸混合物の代 りに馬肉蛋白を與ヘナこ所が,即 日か ら食慾を増 して盛んなる生

長を開始したのである・此の結果か ら判断すれば第1表"a"に 示しナこや うなア こノ酸

混合物は,食 物蛋白の代理を果し得なかつナこのである.之 は不可解極まる事柄であつ

て,現 在の生理化學では食物蛋白は胃腸内で潰化分解せ られて アミノ酸 となつて,然
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る後吸牧せ られることを論示して居るに も拘はらす,其 のアミノ酸の混合物を蛋白の

代 りに用ゐ弛揚合に,斯 くの如 く非敷果的 となつたのは如何にも豫期に反 しナこ事實で

ある.け れども一歩退いて考へて見れば,前 述の推論はあまりに理論の一面にのみ蒜

っナこ憾みがなか らうか.之 を例へて云ふならば建物の改造に當つて,煉 瓦のみを蓮ん

で セメン トを忘れたの と同じではなか らうか.然 らば艦内で用ゐらる ㌧建設用のセメ

ントとは如何なるものであるか.之 を實験の結果に縁って具艦的に説明して見や う・

 私等は屡酒酵母を特許(第87390號)の 方法によつて自己分解せしめて,其 の うちに

ある酵素を最 も活動 し易い歌態 となしてカぜインに作用せしめて,部 分分解せしめナこ

のである.其 の分解の程度は第2表"a"に 示しずこ通 りである.但 し此の表中※印の数

字は,此 の部分分解物を更に酸にて完全分解せしめナこ時に生 じナこ各種形態の窒素の割

合である.

            第2表``a,,

        窒 素 ・形 態 馨 携躰 の 舞 蟹 黎職
       全窒素          100.00     100.00

       ア ンモ=ヤ 態窒素      8.62     13.66

       ヒユRミ ン態窒素        一         5・90

       モ ノア ミノ態窒素       45.31     58.99

       獄 。/F。1。蕪}鱗 …9・  一
       ヂアミノ態窒素       一      21.42

       アルギニン態窒素       一       5.66

       ヒスチヂン態窒素      一      5,27

       シスチン態窒素     一     1.15

       リジン態窒素        一       9.35

 第2表"a"の ※印の項に示 しteや うな,窒素形態を有す る所の完全分解産物では食

物蛋白の代理を果し得ないことは・前記の飼育試験例によつて も推知 し得 られるばか

りでな く,直 接 か 」る完全分解物を用ゐて非敷果的な結果を馴 ナた試験例 も少なくな

い.然 るに吾人が調製 しtcカ ぜインの部分分解物 に他の榮養素 を配合 して,第2表"b"

に示すや うな食物を調製 して白鼠を飼育して見ナこ・

 其の飼育試験は極めて良好 とは云へないが,第2圖 に示すや うな生育経過をとつた

のである.                             一
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      第   2   圖              第2表``b))

    榮 養 索  配     合

   部分分解物18・o(蛋 白量に換算して)
    澱 粉   71.3

    牛 酪    5.0

    璽 類   3・7

    寒 天    2.O

      (盤類はMcCollum氏 盤
      第185號 を探用す)

   第2圖 に示 しナこ結果か ら制断すれば,

  吾人の カぜイン部分分解物は食物蛋 白
 

  の代 理 を途 け 得 た こ とは 明 白 で あ る.

  前 記Rose氏 やHarrow氏 が 行 つ ナこ

暑
   飼育試験の揚合に も,カ ぜイン分解物

  が蛋白の代理 とな り得ナこのは,分 解物

 一 一→ β 教          が完全分解物でなかつナこか らであ らう

ことを裏書するのであるのみならす,第2表"b"に 示しナこ食物の中には特にヴィタミ

ンBを 供給しなかつナこにも拘は らす,B-{映 乏症を示さなかつナこのは,カ ゼaン の部分

分解のナこめに用ゐナこ所の変酒酵母が,ヴ ィタミンBを 供給 した爲めであ らう.

 蛋白の完全分解物が食物蛋白の代理をなし得 ないにも拘は らす,部 分分解物が代理

の敷を奏するのは何故であ らうか.其 の理由を詳かにし得ない と難 も,結 果か ら見れ

ば,斯 かる部分分解物 こそは,建築に當つてセメン トを も忘れなかつナこ煉瓦の聚積であ

ると判断することが出來 よう.の みな らす,一 部分分解せ られて居 るだけに潰化分解

の員旛を輕 くするが故に,榮養分の形態 としては吸牧に封 して都合よいわけである・

 次に,私等は牛乳叉は粉乳を前記の方法によつて,自 己分解夢酒酵母を用ゐて部分分

解せ しめナこものを,窒素源 として第三表に示すや うな食物を調製して,同 腹の仔鼠の飼

育試験を行つて見ずこ.之 と同時に比較のナこめに,部分分解牛乳の代 りにカゼイン(窒素

量に於て 部分分解牛乳と同量になして配合しナこ)を用ゐナこ食物に就て も飼育試験を行
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つ て 見 た,其 の結 果 を 第3圖 に示 して 見 る.

               第   3   表

       組 成 分 配 合(試 験 食)配 合(カ ゼ イン食)

       白米粉        489.                489.

       蛋 白 画 襟 害灘 舗18帥 …)
       ラρ ド     49.          49.

       マツカ ラム氏藍  4g.          4g.

       鱈肝 油    lc.c.       1 c.c.

                第  3  圖

         

       /
         一 一一〉日数

 此の結果によれば,カ ぜイン食の蜴合は獲育が劣悪であつたばかりでな く,爲翼に就

て判蜥して も明かなや うに脚氣症状を呈して,試験開始後40日 目には雌雄共に艶死 し

九.之 は恐 らくカぜイン食にはヴィタミンBが 鋏けて居つナこが爲めであつて,若 し此

の食物 にヴィタ ミンBが 添加せ られてあつナこならば,正 常な襲育を燧げ得た ことと思

ふ.
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                 No,4 ♀

         欧P・'+・・ft'r't'/'"t"         避   ・

            tttt   't/"

         飼育試験開始後36日 目(1929年8刀10日 現在)

 然るに試験食を與ヘナこ揚合は,雌雄共に遙かに優越した獲育を遽1ナナこことは,圖影に

よつて明白な通 りである・之は牛乳の成分を部分分解するために用ゐナこ夢酒酵母がヴ

ィタミンBを 保有 して居つて,そ れが牛乳の部分分解物の中へ破壊せ られることなし

に移行 して居つて,敷 を奏 しナこことにも原因するのであるが,カ ゼインの 代 りに用ゐ

た牛乳蛋白の部分分解物が,窒 素源 としての敷を充分に奏した ことにも原因すること

は確かである.何 となればヴィタ ミンの供給が如何に充分であつて も,窒 素源が不完

全であれば動物の護育は勿論のこと,艦 勢維持 も亦不可能であるか らである.然 らば

吾人の方法によつて調製 した牛乳蛋白の部分分解物は,窒 素源 としての任務を果し得

るのみならす,既 に一部分分解せられてあるだけに清化吸牧は容易に行はれ,且 つ又

ヴィタミンBを も併有するが故に,榮 養分 としては都合よい形態であるわけである。

此のことを更に明瞭 とす るずこめに,循」ほ一組の飼育試験結果を學げて説述 して見や う・

今度は全粉乳 と白米 とを基礎 とした食物を調製し,之 に蛋白補給源 として一方にはカ

ゼインを加へ,他 方には其のカゼイン量に相當するだけの窒素を含む牛乳蛋 白の部分

分解物を加へt時 の榮養債を比較 して見ナこのである.其 の時の食物の配合を第4表 に

示し,幼 仔鼠の飼育試験結果を第4圖 に示 して見 る・牛乳の部分分解物を添加した方

が雌雄共にカゼインを添加 しナこ揚合に比 して,優 越な生育をなして居ることは明瞭で

あるばか りでな くNo・8の 如きは試験期聞中21亘1も分娩して居るのである.
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              榮養分の最も都合よい形態

               第   4  表

        組 成 分 配 合(試 験 食)配 合(カゼイン食)

       全 粉 孚L             25瓦              25瓦

       白来 粉       72        72

       マツカラム氏盤     3         3

       牛乳部分騰 塾麺 蹴 甚豊の 一
       カゼイン        ー         6.2

              第    4   圖

       
        一一 → 四 敢

 以上例示した實験結果か ら推せば,吾 人が用ゐた窒素源は榮養分 として共の任務を

果す上 に都合よい形態であると云ひ得や う・然 らば共の物は何かといふに榮養分を部

分分解した ものである.實 駿例は蛋白であつたが,此 の原理は他の榮養分に就て も適

用出來るのである.澱 粉の部分分解物ナこる種々の糊精及び屡芽糖は澱粉及び其の箪位
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             榮養分 の最 も都合 よい形態

物 質 た る葡 萄 糖 に優 り,叉 脂 肪 は共 の 輩位 物 質 で あ ろ所 の 脂 肪 酸 と グ リセ リン との混

合 物 で は却 つ て 害 を なす こ とは,ア ミノ酸 混 合 物 の揚 合 と同 様 で あ つ て,分 解 す るの

に都 合 よい形 態 で あ る所 の エ マル ジ ョ ン化 しナこものが 最 も敷 果 的 で あ る.

   C・・要      約

 本 論 を 一 言 に して 叢 す な らば,榮 養 分 の部 分 分 解 産 物,そ れ が 最 も都 合 よ い形 態 で

あ る と云 ひ得 や う・ 從 つ て 所 謂 滋養 食物 調 理 の 要諦 の 一 つ は此 の 貼 に存 し,叉 翼 の滋

養 齊1製造 の秘 訣 も亦 此 の 瓢 に在 る と考 へ る次 第 で あ る.
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